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器り灘周 欝諺こ甲『 Ｍ 防『
【目的】児童・生徒の生活は、 彼らの発達に伴い自立できることが望まれる。しかし、産

業化社会の進展に伴う高学歴化社会の定着や進学競争の激化は、児童・生徒の日常生活に

大きい影響を及ぼしてい る。児童・生徒の生活内容は、生活時間の構造分析によって。そ

の内容を量的にも質的にも把握することができる。これにより。台湾における小学校の健

康教育および中学校の家政科教育において、生活自立を目指すための学習課題を検討する

【方法】調査対象は、台湾における都市地域( 台北市内およびその近郊) と地方地域( 屏

東および台東) の、それぞれ小学校2 校、中学校2 校を選定した。小学生については第 ４

学年から第6 学年まで、中学生については第1 学年から第3 年学年までの各学年あたり ２

学級ずつ計48 学級の児童・生徒計1.727 名を対象に、1996 年6 月上旬から6 月下旬の間に

。各学校の学級担任を通して、留置きによる生活時間調査を行った。

【結果】1.  調査対象の属性として。両親の職業には、都市と地方では相当な違いがあり

、特に農林漁業者は都市ではみられないが。地方では2% 以上を占めている
 
 2. 就寝時

刻は。都市も地方も 学年進行に伴い。遅くなる傾向が顕著に認められる。また、地方の児

童・生徒のぽうが都市のそれよりも早い時刻に就寝している。3. 起床時刻は中学生のほ

うが小学生のそれよりも早い時間帯であり、かつ地方のほうが都市よりも早朝の時刻に起

床していることが、鮮明に現れている。4. 朝食摂食時刻の分布状況は、都市も地方も小

学生の摂食行為率が高位であるのに対して、中学生では明らかに低位である。これは主に

朝食の欠食によるものと思われる。

2Na －6 生活技能構造の教育実践的研究（3)

‐ 被服領域の理解度についてー

○武川素子　笠井直美　大潭清二（大妻女大）

【目的】近年では生徒の生活技能能力、生活技能に関わる知識の低下が指摘されている。

前報では、基本的な生活技能である並縫い技能を取り上げ検討を行った。

その結果、技能の指導効果や技能習得には技能に対する正しい知識が必要であることが明かに

なった。

このことをふまえ、本報では家庭科の被服領域指導内容について、指導内容がどの程度理解さ

れているのか、被服製作経験や技能と知識・理解、被服領域内における各分野の関係などにつ

いて検討した。

【方法】埼玉県内の高校生徒579 名（男子261 名、女子318 名）を対象として平成７年２月に質

問紙調査を行った。

調査項目は小学校「家庭科」被服領域内容に関する項目、 被服製作経験の有無、技能の自己

評価などである。

【結果】調査の結果、以下のことが明かになった。

・指導内容理解度は全体的に低く、男女差が大きい。

・被服製作経験と 技能（自己評価）、被服製作分野の指導内容の間には各々相関関係が認め

られた。
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